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宇宙を観じる生活を！(22) 

～黄華堂ブログより～ 
黄華堂（代表：有本淳一、黄華堂ブログ編集長：小林 弘）  

 

1. はじめに 

 黄華堂は「子どもたちに本物の星空を！」

をモットーに、関西を中心に観望会などの活

動をしているボランティアグループです。観

望会以外にも、1人でも多くの人に星を見て

もらうきっかけになるように、黄華堂ブログ

[1]として、星空案内や天文に関する情報をご

紹介しています。また、ブログの更新は

Twitter[2] Facebook[3]にて通知しています。 

 

2. 黄華堂ブログの内容 

 今回は4月から更新し始めた黄華堂ブログ

の中から、「黄華堂検定」、「宇宙×◯◯」の2

つの記事をご紹介します。 

 

2.1 黄華堂検定[4] 

 全国には歴史的・文化的な天文に関する史

跡や催しは非常に多く点在しています。 
 そんな中で今回は金星の太陽面通過につい

て簡単に取り上げてみました。きっと今まで

の黄華堂検定にはない内容だと思います。こ

の機会に、天文を絡めた歴史と文化に触れて

みませんか？ 
 
（1）2012年6月6日は金星の太陽面通過が日

本で見られた好条件でしたが、前回日本で見

られた金星の太陽面通過はいつだったでしょ

うか。 
 （あ）江戸時代 （1603年～1868年） 

 （い）明治時代 （1868年～1912年） 

 （う）大正時代 （1912年～1926年） 

 
（2）当時、世界から金星の太陽面通過を観

測しようと観測隊が来日しました。フランス、

アメリカ、メキシコの観測隊が派遣された場

所の組み合わせを選べ。 
 （あ）長崎、神戸、横浜 
 （い）広島、神戸、新潟 
 （う）神戸、長野、仙台 
 
（3）金星の太陽面通過の観測地となった3カ

所には今でも観測記念碑が現存しています。

そのうち、神戸の記念碑が建てられている場

所の名前は次のうちどれでしょうか。 
 （あ）あかつきの丘 
 （い）ビーナスブリッジ 
 （う）金星台 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

（答え） 

（1）：（い） 
 2012年よりも前に日本で見られた金星の

太陽面通過は、1874年12月9日の明治7年でし

た。観測の好適地であった日本にはフランス、

アメリカ、メキシコの観測隊が来日したと記

録に残っています。ちなみに次回日本で見ら

れるのは、2117年12月11日です。 
 
（2）：（あ） 
 フランス隊は長崎市と神戸市、アメリカ隊

は長崎市、メキシコ隊は横浜市でそれぞれ観

測を行いました。金星の太陽面通過の学術的

意味は、地球から太陽までの距離（1 au）が

計算できること。太陽視差の測定でした。 
 
（3）：（う） 
 神戸諏訪山の「金星台」です。金星の太陽

面通過が行われたことを記念して「金星台」
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と名付けられました。ちなみに、（あ）あか

つきの丘は架空の場所です（存在するようで

したら、教えてください 笑）。（い）ビーナ

スブリッジは金星台を昇っていくと展望台が

あり、金星台と展望台を結ぶ歩道橋のことを

いいます。デートコースとしても有名な場所

で夜景がきれいです。 
（斉藤：黄華堂ブログ11月24日更新） 

 

2.2 宇宙×◯◯ 

 未来を考えてください、宇宙旅行が一般的

に広まり、一般の人が現在の海外旅行と同じ

ような感覚で宇宙旅行に行く時代が来たとし

ましょう。月に降り立って低重力を体感し , 

土星の環などの地球上では見ることが能わな

い景色を楽しむことが出来るようになります。 

 そうなると、我々日本人は宇宙に温泉を求

めるのは当然の成り行きと言えます。しかし、

地球以外に温泉などあるのでしょうか？ 

 

 温泉があるための条件は、宇宙にある多く

の天体にとってかなり厳しいものです。 

なぜなら、水蒸気でも氷でもなく『水』があ

る必要があるからです。 

 温度が高過ぎると水は蒸発して天体からい

なくなってしまいます。一方で、温度が低す

ぎると全ての水が氷になってしまいます。そ

の上に、温泉と言うからには地熱があってお

湯ができないといけません。このように厳し

い条件をみたす天体が地球以外に存在するの

でしょうか。 

 

 実は地球以外に温泉があるかもしれない天

体が太陽系の中にあります。 

それは、木星の衛星である『エウロパ』です。 

エウロパには非常にたくさんの氷があります。

しかし、木星は地球に比べて太陽からの距離 

が 5 倍もあり、太陽光が弱いために、エウロ

パの表面の温度は-170 度と非常に温度が低

いのです。これでは温泉どころか、水もでき

ません。ところが、エウロパには地熱があり、

表面が非常に低温にもかかわらず、海が地表

の内部にあり、間欠泉が表面にあります。間

欠泉があれば、温泉が期待できます。 

さらに、土星の衛星である『エンケラドス』

にも多くの間欠泉があることも最近発見され

ています。 

 

 将来、宇宙旅行に出かけた際、『ちょっと宇

宙温泉に行こう』と言ってエウロパやエンケ

ラドスに向かうことがあるかもしれませんね。 

（小野：黄華堂ブログ 12 月 19 日更新） 
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